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Self-Relevantメ カニ ズ ム に よ る.

中立 的社 会 選 択 対 応 の遂 行 に関 す る小 論

畳 谷 整 克

Tatamitani(2001,ノbumalofMathematicalEconomiCs35,427-444)はse匝relevant

メ カ ニ ズ ム に よ る遂 行 問 題 を 議 論 した 。self」relevantメ カ ニ ズ ム で は,社 会 に 存 在

す る各 個 人 は,選 択 肢 の 表 明 と と も に,選 好 プ ロ フ ァ イ ル で は な く,自 分 自 身 の み

の 選 好 の 表 明 を 要 求 さ れ る。 こ の ノ ー トで は,self-relevantメ カ ニ ズ ム に よ る 中立

的 社 会 選 択 対 応 の 遂 行 可 能 性 に つ い て 検 討 す る。

キーワー ド 遂行,情 報分権化,Self-Relevancy,中 立 的社会選択対応

1イ ン トロダ クシ ョン

遂行 問題(implementationproblem)の 目 的 は,社 会 選択 対応 によ って表 現 され る社会 的

目標 と整合 的な均衡選択 肢を もた らすメカニ ズムを設 計す る ことで ある。 その先駆的論文 に

お いて,Maskin(1999)は ナ ッシュ均衡 にお いて遂 行可能 な社 会選択対 応を特徴 づ けた。彼

の用 いたメカニ ズムでは,社 会 に存在 す る各個人 に対 して,自 分 の選好 のみな らず,他 の個

人の選好 について も表 明す ることが要 求 され ていた。 この点 は,そ の後 の遂行理 論 の文献 に

お いて用 い られた多 くの メカニ ズムで も同様で あ った。

しか しなが ら,メ カニ ズム に関す る情報 分権化 の観 点か らす ると,各 個人 はメカニ ズムに

お いて 自分 自身 に関 す る情報 だ けを表 明す るのが望 ま しいはず であ る。Hurwicz(1960)は,

実 行 問題(realizationproblem)に お いて,こ の よ うな性質 を情報 分権化 された メカニズ ムが

持つべ き条件 の1つ と考 え,そ れをself-relevancyと 呼 ん だ。

Tatamitani(2001,2002)は,self-relevancyの 概 念 を遂行 問題 へ導入 し,seif-relevantメ

カ ニ ズムに よる遂行 につ いて議論 した。彼 は,self-relevantメ カニ ズ ム として,社 会 に存在

す る各個人 が,選 択 肢 と ともに,自 分 自身 につ いての情報 のみ,つ ま り,自 分 自身 の選好の

みの表明 を要求 され るメカニズ ムを考 えた。 この ノー トで は,我 々 はself-relevantメ カ ニ ズ

ム による中立 的社会 選択対応 の遂 行可能性 について議論す る。 中立 的社 会選択対応 とは,選

ばれ る選択肢 がその ラベ ルには依 存 しないよ うな社会選択 対応の こ とであ る。 中立性 は,各

個人の選好 が確定 す る前 の段 階において,す べての選択肢 を公平 に取 り扱 うことを要 請 して
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い る。

このノー トの構成 は以 下の通 りであ る。第2節 で は,遂 行理論 につ いての枠 組み を説 明す

る。第3節 では,self-relevantメ カニ ズ ムによ る遂行 の概 念 と,そ の特徴 づ け定理 を説 明す

る。 そ して,第4節 にお いて,self-relevantメ カ ニ ズム による中立的社会 選択対応 の遂行可

能 性 について考え る。

2モ デ ル

Aを 実 現可 能な(有 限個 あ るい は無 限個 の)選 択肢 の集合 と し,#A≧2と す る。(任 意

の集合Xに 対 して,#Xは 集 合Xに 含 まれ る要素 の数 を表 す。)有 限 の個人 か らな る集合 を

1={1,…,n}で 表 し,n≧3と す る。各個 人iElはA上 で選好 関係 を持 ち,そ れをR,で 表

し,そ れ は完 備性 と推 移性 を満た す とす る。 また,駄 で個人 乞が持 ち得 る選 好関係 の集合

を表 し,駄 ≠② とす る。 所与 のiGI,R,∈ 駄 と,α ∈Aに 対 して,L(a,R,)={b∈AlαRib}

を 個 人iの αで のR,に つ いて の下 方等位 集合(lowercontourset)と い う。n人 の個人 の選

好 関係 の組R=(R,,…,R。)∈ 貌=×iE、SCiは 選 好 プ ロフ ァイル と呼ばれ る。

社会選択 対応 とは,各R∈ 貌 に対 してAの 非空 な集合F(R)を 割 り当てる対 応F:貌 → ・A

の ことであ る。所与 の社会選択対 応Fに 対 して,選 択肢 αが選好 プ ロフ ァイルRでF一 最適

であ るとは,α ∈F(R)の ときで ある。

メカニズムr=(S,g)は,戦 略 集合S=×i∈ 、Si(こ こ でSiは 個 人iの 戦 略集 合で あ る)と,

各 戦 略プ ロフ ァイ ルs=(Sl,…,Sn)∈Sに 対 してg(s)∈Aを 割 り当 て る帰結 関数g:S→A

か ら構成 され る。個人i∈1を 所与 と して,戦 略 プロフ ァイルs∈Sは また(Si,s-、)(こ こで

s-i=(s且,…,Si-1,Si+1,…,Sn)∈ ×併&で あ る)と 記 述 される。 任意 の戦 略 プロフ ァイルs∈S

と任意 の個 人i∈1に 対 して,g(S`,s.、)={α ∈Alあ るs∫∈S,に 対 してα=g(sl ,s-i)}を 個 人

iのsで の達 成可能集合 と呼ぶ。

メカニズ ムT=(S,g)と 選 好 プ ロフ ァイルR∈ 貌 の組(1「,R)は 標 準形 ゲー ムを定義す る。

この とき,あ る戦 略 プ ロフ ァイルs∈Sが ゲー ム(T,R)の(純 粋 戦略)ナ ッシ ュ均衡 であ

る とは,す べ ての個人i∈1に 対 して,g(Si,s-i)⊆L(g(s),R`)で あ る ときで あ る。 い ま,

N「(R)を ゲ ー ム(1「,R)で の ナ ッシ ュ均 衡 の集合 と し,N.「(R)={α ∈ノ11あ るs∈N「(R)

に 対 してa=g(s)}を ゲ ー ム(T,R)で の ナ ッシュ均衡 選択肢 の集合 とす る。 メカニズ ムr

=(S
,g)が ナ ッシュ均衡 にお いて社会 選択対 応Fを 完全 に遂行す る(あ るい は簡 潔 にFを

遂 行す る)と い うのは,す べて のR∈ 貌 に対 して,F(R)==Nf(R)と な るときであ る。

Maskin(1999)は 次 の2つ の条件 によ って遂行 可能 な社会 選択対応 を特 徴づ けた。社会 選

択 対応Fが 単調性 を満 たす とい うの は,任 意のR,R'∈ 貌 と,任 意 のa∈F(R)に 対 して,

す べ てのi∈1に 対 してL(a,R`)⊆L(a,躍)な らば,a∈F(Rり と な るときで ある。 社会 選



Self-Relevantメ カニズムによる中立的社会選択対応の遂行 に関する小論 55

択対応Fが 非拒否権を満たす というのは,任 意のa∈A,任 意のR∈ 般 と,任 意のi∈1に

対 して,す べての個人 ∫≠iた 対 してL(a,R」)ニAな らば,α ∈F(R)と なるときである。

彼は単調性が遂行可能性の必要条件であることを示 し,さ らに,も し社会に3人 以上の個人

が存在するならば,単 調性と非拒否権が遂行可能性の十分条件であることを示 した。また,

MooreandRepullo(1990)は,遂 行可能性の必要十分条件を与えた。次節では,彼 らのアプ

ローチを用いて得 られたself-relevantメ カニズムによる遂行可能性の必要十分条件 を説明す

る。

3Seif・Relevantメ カ ニズムによ る遂行

ナ ッシ ュ均 衡 にお い て遂 行可 能 な社 会選 択 対 応 を特 徴 づ け る際 に,Maskin(1999)や

MooreandRepullo(1990)が 用 いたメ カニ ズムで は,社 会 に存在 す る各個人 は,選 択肢 とと

もに,自 分 自身 の選 好のみな らず,他 の個人 の選好を も表 明す ることが要求 されていた。 し

か しなが ら,メ カニズム に関す る情報 分権化 の観 点か らは,各 個人 は自分 自身 につ いての情

報 だ けを表 明す るこ とが望 ま しいはず であ る。 実行 問題 におい て,HurWicz(1960)は こ の

よ うな性質 を情報分 権化 され たメ カニズ ムが持 つべ き条件 の1つ と して考 え,そ れ をself・

relevancyと 呼 ん だ。

Tatamitani(2001)は,self-relevancyの 概 念 を遂 行 問題へ導 入 し,self・relevantメ カ ニ ズ

ム によ る遂 行 につ いて議論 した。 彼 は,self-relevantメ カ ニズ ム と して,社 会 に存在 す る各

個人 に対 して,あ る選択肢 とともに,自 分 自身 の選 好のみの表 明を要求す るメカニ ズムを考

えた。 この節 では,Tatamitani(2001)で 得 られ たseif-relevantメ カ ニ ズム によ る社 会選 択

対応 の遂行 可能性 の必要十分 条件 につ いて説明す る。 まず,self-relevantメ カ ニズ ムを定義

す る。

定義1メ カニズ ムr=(S,g)がseif・relevantで あ るとは,任 意 のi∈1に 対 して,&=駄

×A×1で あ るときであ る。

遂 行理論 の文献 で は多 くの場合,遂 行可 能性 の十分性 の証明 で考 え るメカニズ ムにおいて,

各個 人 にあ る整 数 を表 明で きるよ うに して おき,こ れ によ り,F一 最 適 でな い選択肢 が均衡

選択肢 とな らないよ うに してい る。上記 の定義で も同様に,メ カニズ ムにおいて整数 の表 明

を各個人 に要求 して い る。各 個人 の戦 略空 間S,の 構 成 要素 に1が 含 まれて い る点 が,そ れ

に対応 して いる。 この とき気 をっ けな ければ な らない点は,infomiationsmugglingの 問 題,

つ ま り,他 の個人 の選好 に関 す る情報 を整 数表明 の部分 に埋込 むこ とが可能 であ る問題 であ

る。 この可能性 を排 除す るため に,我 々はself-relevantメ カ ニ ズムの帰 結関数 の 「形状』 に

あ る正則条件 を課 す ことにす る。 その正則 条件 は,各 個人 が真 の選好 と真 の選好 プロフ ァイ

ルでのF・一最適 な選択肢 を表 明 して い る戦 略 プロフ ァイルはseif-relevantメ カ ニ ズムの均衡
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とな り,か つ,そ の ときの均衡選 択肢 はそ こで表明 されて いるF一 最適 な選択肢 で ある こと

を要求す る。Duttaetal.(1995)は こ の条 件 を真実 の表 明 によ る遂行(truthfulimplementa-

tion)と 呼 ん だ。 この正 則条件 を考 慮 しなが ら,self-relevantメ カ ニ ズム によ る遂行 可能 性

を以下 の ように定義 す る。

定義2社 会選択 対応Fがself・relevantメ カ ニズム によってナ ッシ ュ均 衡 において遂行可

能 であ る とは,次 の条 件(i>と(li)を満 たすseif-relevantメ カニ ズムr=(S,g)が 存 在す る とき

で ある:

(i)rがFを 遂 行す る;

㈹ 任意 のR∈ 貌 と,任 意 のa∈F(R)に 対 して,も しす べ て のi∈1に 対 してSi=

(R∫,α,●)で あ るな らば,s∈ ノV「(R)で あ り,g(s)=aで あ る。 た だ しここで,`●'は

任意 の個 人イ ンデ ックス を表 して いる。

上記 の定義 にお ける条件㈹ が上述 の正 則条件 であ る。

Tatamitani(2001)は,seif-relevantメ カ ニ ズムによ る遂行可能性 を特徴 づ けるために以下

の条 件 λを導入 した。 まず,条 件 λを定 義す るた めにい くつか の記 号 を新 た に導 入す る
。

いま,i∈1を 所与 と して,貌 づ=× 酬 駄 とし,R-iで(R, ,…,Ri-1,Ri+1,…,Rn)∈ 貌一iを表す

こ とにす る。 また,任 意 のiEI ,任 意 のR-i∈ 琉一iと,任 意 の α∈Aに 対 して,F;i(R-,,α)

={R∈ 駄}α ∈F(R`
,R_i)}と し,Fii(R_,,a)≠ ② の と き ノ1{(R-,,α)=∩Ri∈ 町 ・(R-、,a)L(a,Ri)

とす る。 さらに,(R,α)∈ 貌×Aを 所与 として,D(R ,a)={i∈IIF㌃i(R-,,α)≠0}と 定 義 す

る。 この とき,条 件 λは以下 の よ うに定 義 される:

定 義3社 会選 択対応Fが 条件 λを満 たす とは,集 合B⊆Aが 存在 し,か つ,D(R ,α)≠1

で あ る任意 の(R,a)∈ 貌×Aに 対 して,集 合 のプ ロフ ァイル(C,(R -i,a))副R ,a)が 存 在 し

て,す べ て のi∈D(R,a)に 対 してa∈C`(R .`,α)⊆ ノ【ζ(R-i,a)∩Bで あ り,さ らに以 下 の

条 件(i》一(iv)が満 た され る ときであ る:

(i)a∈F(R)で あ るとき,任 意 のR'∈ 貌 に対 して,す べ てのi∈1に つ いてCi(R .i,a)⊆

L(α,Rl)で あ るな らば,α ∈F(R')で あ る;

㈲ 任意 のbEA,任 意 のi∈D(R,α)と,任 意 のR*∈ 貌 に対 して ,も しb∈C,(R-i,a)⊆

L(b,R奮)で あ り,か つ,す べ て の ブ≠iに 対 してB⊆L(b
,Rり で あ るな らば,b∈

F(R')で あ る;

㈹ 任意 のc∈Aと,任 意 のR'∈ 貌 に対 して,も しす べ て の ゴ∈1に 対 し てo∈B⊆

L(c,Rり で あるな らぱ,c∈F(R')で あ る;

㈹ 以下 の(1)と ② を満たす選択 肢p(R,α)∈Aが 存 在す る:

(1)任 意 のiED(R,α)に 対 して,p(R,α)∈C,(R-,,α)で あ る;
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(2)任 意 のR準 ∈肌 に対 して,も しすべ てのi∈D(R,α)に 対 してC,(Rし`,α)⊆L(p(R,a),

1～り で あ り,か つ,す べて の 炸D(R,a)に 対 してB⊆L(p(R,a),罵)で あ るな ら

ば,P(R,a)∈F(Rつ で あ る。

以下,条 件 λ につ い て説 明 しよ う。 条件 λ(i)は,単 調 性 よ りも強 い条 件 で あ る。seif-

relevantメ カ ニズ ムでは,他 の個人 の選好 に関す る情報 を表明 してい る個人 はいな い。 した

が って,メ カニ ズム ・デザ イナーは各個人 の選 好 に関 する確 か な情報を手 にす るこ とがで き

ない。 このとき,各 個人の真 の選好 につ いて手 がか りにな るのが,他 の個人 が表明 してい る

選好 お よび選択肢 であ る。 メカニズ ム ・デザ イナーは,あ る個 人 ゴの真 の選好 の候補 を探 る

と き,個 人i以 外 の人 々は真 の選好R.`と 真 の選好 プ ロフ ァイル の下 で のF一 最適 な選択肢

αを表明 して いる と,ま ずは想定す る。 そ して,メ カニズム ・デザ イナーは,F一 最 適性 に関

してR-,お よ びaと 整合 的な個 人iの 選好(例 えばそれをRl∈ 洗 とす ると,α ∈F(Rl,R.i)

と な る)を 考 え る。 この よ うなRlが 個 人iの 真 の選好 の候補 であ る。 ここで注意 が必 要 な

点 は,一 般 には,真 の選好 の候補 は複 数個 存在 す る ことで あ る。 選択肢 の集 合 ノ1{(R-i,α)

は,R-,お よ び αと整合 的な個 人iの す べての選 好 につ いて αでの下方等位 集合 を考 え,そ

れ らの共通部分 を とった もの であ る。条件 λ(i)は,選 択肢aがRでF一 最 適で あ り,か つ,

す べて の個 人 に対 してaがC`(1～.f,α)⊆ ノ1ケ(R-`,α)の 中でR奮 で最 も望 ま しいと きには,a

はR'でF一 最適 であ ることを要求 して いる。

条件 λ(ll)と条 件 λ㈹ は,非 拒否権 よ り弱 い条件 である。

条件 λ(iv)は,選 好 プロ ファイル と選 択肢 のペ ア(R,α)に 対 してa¢F(R)で あ り,か つ,

D(R,α)≠ ¢で あ るときに,本 質的 な条 件 とな る。a¢F(R)の と き,各 個人 ブにつ いて,Ri

はF一 最適性 に関 してR-」 お よびaと 整合 的でな い,つ ま り,1馬(葺F7且(R-i,α)で あ る。 しか

しその一方 で,D(R,a)≠1で あれ ば,あ る個人iに 対 しては,F一 最 適性 に関 してR-,お よ

び α と整合 的で ある選好,例 え ばRl,が 存 在す る ことにな る。 このとき,こ の個人iの 真の

選 好 は,R,で は な く,1～;で あ る可 能性 が ある。つ ま り,個 人iは,す べ ての人 々が真 実を

表 明 して いる戦略 プロフ ァイルか らの潜在 的逸脱者 とい うことにな る。 この とき注意 しな け

れ ばな らな いことが2点 ある。1点 目は,す べて の人 々が真実 を表 明 してい る戦略 プ ロフ ァ

イルか らの真の逸脱者 は1人 であ って も,潜 在的逸脱者 は必ず しもこの真 の逸脱者1人 にな

る とは限 らな いこ とで ある。個 人の集 合D(R,a)は,潜 在 的逸 脱者 た ちか らな る集 合 で あ

る。複数 の潜在的逸脱者 が存在 す るとき,メ カニ ズム ・デザイ ナーは,潜 在的逸脱者 の 中で

誰が真 の逸脱者 で あるか を検 出で きな い。2点 目は,潜 在 的逸脱者 の真 の選好の候補 が一般

には複数存 在す ることである。 この よ うな状況の下,メ カニ ズム ・デザイナ ーが各個 人 に真

の選好 を表 明 させ るためには,そ れを与 える ことで,真 の逸脱者 を含 むすべて の潜在 的逸脱
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者を同時に処罰することができる選択肢 を見つけなければならない。さらに,そ の選択肢 は,

各潜在的逸脱者i∈D(R,a)の 真の選好の候補すべてに対 して処罰となるものでなければな

らない,つ まり,そ の選択肢は ノL貿R-`,a)に 含 まれなければな らない。条件 λ㈹ はそのよ

うな処罰選択肢の存在を保証するものである。

Tatamitani(2001)は,社 会に存在する個人が3人 以上であるとき,条 件 λがself-relevant

メカニズムによる遂行可能性の必要十分条件であることを示 した。

定理1い まn≧3と する。 このとき,社 会選択対応Fがself-relevantメ カニズムによって

遂行可能であることの必要十分条件は,Fが 条件 λを満たすことである。

4Seif・Relevantメ カ ニズム による中立 的杜会選択対応 の遂行

以下 で は,self-relevantメ カ ニ ズム による中立 的社 会選択対 応 の遂行 可能性 につ いて議論

す る。 中立 的社会選 択対応 とは,選 ばれ る選 択肢が その ラベル には依 存 しな いよ うな社会選

択対応 の ことで ある。 したが って,中 立 的社 会選択対応 では,各 個人 の選好が確定 す る前 の

段階 においては,す べての選択肢 が公平 に取 り扱われ てい ることにな る。

Moulin(1983),Maskin(1985)や,MooreandRepullo(1990)は,メ カ ニズ ム ・デザ イナ

ーが如何 な るメカニ ズムで も用 いる ことが可能 であ るな らば
,単 調性 を満たす任意 の中立的

社 会選択対 応が遂 行可能 で ある ことを示 した。 ここで我 々は,self-relevantメ カ ニ ズム によ

る遂行 につ いて,対 応す る結果 を示 す。

まず新 たな記 号 を導入 す る。R∈ 貌 と,Aに 関 す る置換 μを所 与 と して,Rμ.・(Rf ,…,R#)

とす る。 ここで,任 意 のiEIに 対 して 躍 は,任 意 の α,b∈Aに 対 して,aRibな らば

μ(a)1～㌘μ(b)で あ り,か つ,μ(α)珊 μ(の な らばaRibで あ る選好 関係 を表 してい る。 以 下

では,Aに 関 す る任意 の置換 μに対 して,R∈ 貌 な らばRμ ∈貌 であ り
,か つ,Rμ ∈貌 な ら

ばR∈ 疵 であ る 貌 を考 え る。社会 選択対応 の中立性 は,以 下の よ うに定義 され る
。

定義4社 会選 択対応Fが 中立的 で ある とは,Aに 関 す る任 意 の置換 μ と,任 意 のR∈ 貌

に対 して,F(.Rμ)==Pt(F(R))と な る とき であ る。 た だ しこ こで ,μ(F(R))={b∈Alあ る

a∈F(R)に 対 してb;μ(a)}で あ る。

定 理1よ り,中 立 的社 会選択対 応 のself-relevantメ カ ニズ ムによ る遂行可能 性 につ いて ,

以 下の命題 を得 る。

命題1い まn≧3と す る。 も し,中 立 的社 会選 択対 応Fが,B・ ・Aで あ り,D(R ,a)≠ ②

で ある任意 の(R,a)に 対 して(C,(R-i,a))i∈D(R .a)=(五 ざ(R-,,a))i∈D(R.a)と した とき に,条 件

λ(i)と 条 件 λ㈹ を満 たす な らば,Fはself-relevantメ カ ニ ズムによ って遂行 可能で ある
。

証 明.こ こで 我 々 は,B=Aで あ り,D(R ,a)≠ の で あ る任 意 の(R,a)に 対 して
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(C,(R-i,α))iGD(R,a)=(.4ζ(R.`,a))i∈D(R.a)と した ときに,社 会選 択対応Fが 条件 λ(i)を 満 た

すな らば,Fは 条 件 λ㈹ と条件 λ㈹ を満たす ことを示す。 この とき,定 理1は,こ の命題

が成 立す ることを保証 して くれ る。

最 初 に,条 件 λ㈹ につ い て考 え る。D(R,a)≠0で あ る任意 の(R,a)と,任 意 のi∈

D(R,α)を 考 え る。 い ま,b∈ 。贋(R-,,a)⊆L(b,R言)で あ り,か つ,任 意 の ゴ≠iに 対 して

L(b,R,)=Aで あ る とす る。任意 のR,∈Fr且(R-,,a)を と り,aとbを 置換 す るこ とに よ り

選好 プ ロフ ァイル(R`,R-,)か ら得 られ る選好 プ ロフ ァイル(鳥,1～ 琶」)を考 え る。 この とき,

α∈F(R`,R.i)とFの 中立 性 に よ り,b∈F(R砦,R⇔ と な る。 また,R,∈Fr1(R.,,a)よ り

ノ1ぞ(R-,,a)⊆L(a,R,)で あ り,{a,b}⊆ 溜(R-i,a)で あ るの で,{a,b}⊆L(α,R,)と な る。

よ って,L(a,R,)=L(b,躍)と な る。 また,Fの 中立 性 によ り,R,∈F∫1(R.i,a)と 珊 ∈

Fr1(R色 ぎ,b)は 同値 で ある。 したが って,ノ1ぞ(R-,,a)=ノ1ぞ(R馬,b)と な る。 この ことは,い

ま ノ1ぞ(1～_f,α)⊆L(b,Rつ で あ るので,ノ 【ξ(R㌻,の ⊆L(b,躍)を 意 味 す る。 さ らに,任 意 の

ゴ≠iに 対 して,L(b,R})=Aで あ るの で,AS((1～ 窒,1～巴㈲),b)⊆L(δ,1～Pと なる。(こ こで,

(i<ゴ の と き,)RP-{切=(Rf,…,R彰_bR琴+1,…,R望_,,R髪+1,…,、Rの ∈ ×kti,jzak.)し た が って,

b∈F(R望,R巳 ∂ と条件 λ(i)よ り,b∈F(R')と な る。

次 に,条 件 λ㈹ につ いて考 え る。任意 の ゴ∈1に 対 して,L(c,R})=Aで あ るとす る。任

意のb∈F(Rり を とる。 も しb・=cで あ れば,所 望 の結果 を得 る。 い ま,b≠cと す る。 こ

の とき,bとcを 置換す る ことによ り選好 プ ロフ ァイルR'か ら得 られ る選 好 プロ ファイル

1～*μを考 え る。b∈F(R')で あ るの で,Fの 中 立性 によ り,c∈F(R'μ)と な る。 また,任 意

の ブ∈1に 対 して,・4ぎ(R'.#」,c)⊆A=L(c,避)で あ る。 よ って,条 件 λli)よ り,c∈F(Rり と

な る。口

中立 的社 会選択対応 のself-relevantメ カニ ズム による遂 行 につ いて,よ り簡 潔な十分条件

が見つ け られ る ことを示 して終 わ りに したい。Tatamitani(2002)で 示 され たよ うに,も し

社会選択対 応が以下 で定義 され る交換不変性 を満 たす な らば,処 罰 選択肢 を見つ ける必要性

はな くな る,つ ま り,条 件 λ㈹ は不 要 となる。

定 義5社 会 選択対 応Fが 交換不変 性 を満 たす とは,任 意 のi,ゴ ∈1,任 意 のR,,Rl∈ 駄,任

意 のRj,罵 ∈貌j,任 意 のR-{i.i}∈ ×風 ∫駄 と,任 意のa∈Aに 対 して,も しaが(RlRゴ,R-{i,」})

と(R,,R;・,R-〔i,i})に お いてF一 最 適で あ るな らば,α はまた(R,,Ri,R-{i,」})と(R;,Rl,R.{i,i})

に お いて もF一 最適 であ るときである。

次の補題 は,交 換不変性 を満たす社会選択 対応 につ いて は,潜 在 的な逸脱者 が も し存在 す

ると して も,そ れ は高 々1人 であ ることを示 して いる。 よって,メ カニ ズム ・デザ イナーは

真 の逸脱者 を発見 し,そ れを確実 に処罰す る ことが可能 とな る。
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補題1社 会選 択対応Fが 交換 不変性 を満 たす な らば,D(R,a)≠1で あ りaξF(R)で あ

る任 意の(R,α)に 対 して,#D(R,a)=1と な る。

補 題1の 証 明 につ いて は,Tatamitani(2002)を 参 照 され たい。 も し中立的社会 選択対 応

が交 換不変 性を満 たす な らば,条 件 λ㈲ は命 題1に おけ る十分条 件か ら除 くことがで きる。

命題2い まn≧3と す る。 も し中立 的社会選択対応Fが 交 換不変性 を満た し,か つ,B=A

で あ り,D(R,a)≠ ¢ であ る任意 の(R,a)に 対 して(C,(R.i,a))i∈D(R,a)=(A{(R-i,a))i∈D(R.a)

と した ときに条 件 λ(i》を 満たすな らば,Fはself-relevantメ カ ニズ ムによって遂行可 能で あ

る。

証明.命 題1の 証 明 において我 々はす でに,B=Aで あ り,D(R,α)≠ ②であ る任意 の(1～,

a)に 対 して(C,(R-,,a))i∈D(R,。)=(Z[ξ(R-i,α))i∈D(R,a)と した ときに,中 立 的社 会選択 対応F

が 条件 λ(i)を 満 たすな らば,Fは 条 件 λ㈹ と条 件 λ㈹ を満 たす こ とを示 した。 よ って こ こ

で は,中 立 的社 会選 択対応Fが 条件 λ(iv)を満 たす ことを示 せ ぱ十 分で あ る。Fが 交 換不変

性を満 たすの で,補 題1よ り,D(R,a)≠1で あ りaeF(R)で あ る任 意の(R,a)に 対 して,

#D(R,a)=1で あ る。 よ って,条 件 λ(iv)が満 た され ることは,条 件 λ㈹ の要 件がa∈F(R)

と,α ¢F(R)か つ#D(R,a)ニ1で あ る場合 に満 たされ ること と同値で ある。 しか しなが ら,

条 件 λ㈹ にお ける処罰選択 肢p(R,a)と して選択肢 αを考 え ると,条 件 λ(i)が,a∈F(R)

で あ る場 合の条件 λ㈹ の要件 を保 証す る。一 方,条 件 λ㈹ が,a¢F(R)か つ#D(R,a)=1

で あ る場 合の条件A(iv)の 要 件 を保 証す る。口
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